
ラオデキヤの教会  ヨハネの黙示録 3:14-22 

 

1. また、ラオデキヤにある教会の御使いに書き送れ。『アーメンである方、忠実で、真実な証人、神に造られたものの根

源である方がこう言われる。 (3:14) 

a. 7 つの教会の最後、ラオデキヤ教会に対してイエスは 3 通りの表現で啓示をされた。「アーメンである方」、「忠

実で、真実な証人」、「神に造られたものの根源である方」。 

b. アーメンである方というのは、イザヤ 65:16の「まことの神(the God of Amen)」と同じで神のタイトルである。イ

エスはまことでありその言葉には偽りがない。 

c. イエスがこのような表現をされたのは、ラオデキヤの教会がまことの神を理解していなかったからかもしれない。

彼らは科学が発達する中で神の真性を疑うようになり、すべては神の創造物なのか、あるいは偶然の産物なのか、

と考えがぐらついていたのかもしれない。 

d. したがってイエスは彼らの信じる心を呼び起こすようこのような紹介のしかたをされた。 

 

2. 「わたしは、あなたの行ないを知っている。あなたは、冷たくもなく、熱くもない。わたしはむしろ、あなたが冷たい

か、熱いかであってほしい。このように、あなたはなまぬるく、熱くも冷たくもないので、わたしの口からあなたを吐

き出そう。あなたは、自分は富んでいる、豊かになった、乏しいものは何もないと言って、実は自分がみじめで、哀れ

で、貧しくて、盲目で、裸の者であることを知らない。 (3:15-17） 

a. ここでの冷たいか熱いかというのは信仰に燃えているか堕落しているか、ということではない。中間の信仰よりも

堕落して冷めた信仰のほうが良いという意味ではない。 

b. ラオデキヤは様々な分野で発展していたが、水は自給できなかったので飲み水を他から輸入しなければならなかっ

た。他の町から引いた水がラオデキヤに着くころには熱い水はなまぬるく、冷たい水もなまぬるくなっていた。 

c. ラオデキヤの人々が気付かなかったのは、彼らが良いと思っていたことは神の目にはまったく反対だったことであ

る。 

d. 「富んでいる、豊かである、乏しいものは何もない」ことは本質的には悪いことではない。エジプトでのヨセフや

預言者ダニエルは成功の頂点に達したといえるが、クリスチャンがヨセフのようになるのとイゼベルのようになる

のでは大きな差がある。人の目からは 2人は同じように見えるかもしれないが、神は外見を超えてすべてをご覧に

なる。 

e. ラオデキヤはこの世の目にはうまくいっているように見えたが、イエスからは何の称賛もなかった。 

 

3. わたしはあなたに忠告する。豊かな者となるために、火で精錬された金をわたしから買いなさい。また、あなたの裸の

恥を現わさないために着る白い衣を買いなさい。また、目が見えるようになるため、目に塗る目薬を買いなさい。わた

しは、愛する者をしかったり、懲らしめたりする。だから、熱心になって、悔い改めなさい。 (3:18-19） 

a. イエスはラオデキヤの教会に態度、考え方、人生の目的を改めるよう忠告している。神が私たちをしかったり懲ら

しめたりするのは私たちを嫌っているからではなく愛しているからである。神の愛を理解することは信仰的な生き

方の鍵となる。神の愛は私たちの人生観も含めすべてを変えてくださる。神の愛を知ることにより神に対しより熱

心になり悔い改め、態度や考え方を改めることができる。 

b. イエスはラオデキヤの教会に金と衣と目薬をイエスから買いなさいと言われた。その買い方は聖霊が導いてくださ

る。しかし実際にはイエスがラオデキヤに対して勧めていたことは金を買い求め使うというよりも天の宝を求める

ことだったのではないだろうか。この宝は多くの場合犠牲と迫害を通して得られるものである。 

c. 衣を買うというのは、人の言うことにとらわれず、キリストの中にアイデンティティを見出し、キリストの徳と価

値観とご性質を身に着けるということであろう。 

d. 目薬は物質的な世界でなく目に見えない世界を求めていくことであろう。目先のことだけを見るのではなく、この

世の人生の後には永遠のいのちが待っていることを理解していくべきである。 

 

4. 見よ。わたしは、戸の外に立ってたたく。だれでも、わたしの声を聞いて戸をあけるなら、わたしは、彼のところには

いって、彼とともに食事をし、彼もわたしとともに食事をする。勝利を得る者を、わたしとともにわたしの座に着かせ

よう。それは、わたしが勝利を得て、わたしの父とともに父の御座に着いたのと同じである。耳のある者は御霊が諸教

会に言われることを聞きなさい。」』 (3:20-22） 

a. なんとすばらしい光景だろう。教会が集まって礼拝する所にイエスご自身が戸の外に来て入ろうとしてくださる。 

b. なんとすばらしい招きの言葉だろう。この世の誘惑に打ち勝つ者には真の富と繁栄が待っている。 


